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平成27年11月末現在の
人口の動き

●人口　 14,281人（前月比−11人） 男 7,138人（−15人） ●外国人人口 79人（前月比−6人）男 41人（−3人）女 38人（−3人）
　（外国籍除く） 　（前年比＋15人） 女 7,143人（＋4人） ●世帯数 4,562世帯（外国人のみの世帯含む）

　子どもたちの美の祭典
「第 46 回新潟県ジュニア
美術展覧会」（新潟日報社、
県教育委員会などの主催）
で蓮野小学校４年　貝沼凛

り

乃
の

さんが特賞を受賞しまし
た。

　受賞作品と審査評を紹介
します。
　「身支度をするときに鏡
に映った自分の姿を見なが
ら髪を結ぶ瞬間をとらえた
のでしょう。その場の雰囲
気や肌のつやまでもが、絵
の具の透明感を活かして描
かれていて臨場感が伝わり
ます。」
（審査員　
　埼玉大学准教授　
� 石上　城行）
 
　このほか、町の小中学生
12名が入賞しました。20
ページから 21ページでそ
の作品を紹介します。

明けまして
おめでとう
ございます

特 賞

貝沼 凛
り

乃
の

さん
蓮野小学校４年

貝沼さんのコメント
　「（自画像なので）自分と似る
ように色使いに気をつけて書き
ました。自分の作品が特賞にな
ると思いませんでした。新聞に
自分の名前が載ったときは嬉し
かったです。」
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ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
懸
念
に
対
す
る
対
応
策
が
大
綱
に

明
記
さ
れ
た
こ
と
は
一
定
の
評
価
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

町
農
業
者
の
経
営
安
定
の
た
め
、
今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行

方
と
農
業
者
保
護
の
対
策
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
も
引
き

続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、「
地
方
創
生
」
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
末
、
国
が
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
『
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
』『
総
合
戦
略
』」
を
定
め
、
地
方
自
治
体
に

も
同
様
に
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
の
策
定

と
「
地
方
創
生
」
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
そ

れ
を
受
け
、
昨
年
は
、
全
国
の
自
治
体
で
「
地
方
創
生
」

へ
の
取
り
組
み
に
追
わ
れ
る
激
動
の
１
年
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、『
地
方
創
生
元
年
』
と
銘
打
た
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
将
来
に
わ
た
り
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
た
め
、
昨
年
「
聖
籠
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
慎
重
に
審

議
・
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
、「
聖
籠
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
「
地
方
創
生
」
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
方
創
生
」
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
町
の
行

政
運
営
の
根
幹
は
「
聖
籠
町
第
４
次
総
合
計
画
」
で
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
５
か
年
を
計
画
期
間
と

す
る
後
期
基
本
計
画
が
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

総
合
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
『
緑
・
ふ
れ
あ
い
・
夢
づ

く
り
〜
協
働
に
よ
る
町
民
自
治
の
実
現
〜
』
の
さ
ら
な
る

深
化
の
た
め
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
銀
行
に
よ
る
と
、
国
内
の
経
済
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
地
方
に
は
そ
の
回
復

が
浸
透
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
経
済
回
復
を

実
感
す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
東
港
へ
の
企
業

誘
致
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
相
ま
っ
て
の
農
業
振
興
な
ど
、
町
の

発
展
に
関
す
る
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
て
、
こ
の
厳
し
い
情
勢
を
乗

り
越
え
て
い
く
べ
く
町
政
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
年
も
、
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
国
内
で

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
町
も
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
種
目
な
ど
に
期
待
の
で
き
る
選
手
が
で
る
な
ど
明
る
い

話
題
も
出
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
限
り

な
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

　

町
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
の
国
内
情
勢
は
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
で
政

治
・
経
済
と
も
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
激
動
の
一
年

で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
歳
月
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
公
職
選
挙
法
施
行
以
来
は
じ
め
て
選
挙
権
の
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
あ
ら
た
に
約

２
４
０
万
人
の
有
権
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
年

７
月
に
予
定
さ
れ
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
適
用
と

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
投
票
率
の
比
較
的
低
か
っ

た
若
年
層
の
皆
さ
ん
の
政
治
意
識
や
投
票
行
動
に
一
定
の

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
後
は
じ
め
て
日
本
の
安
全
保
障
と
防
衛
政
策

に
お
け
る
憲
法
第
９
条
の
解
釈
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組

み
を
超
え
て
、
個
別
的
自
衛
権
で
の
専
守
防
衛
か
ら
日
米

同
盟
や
国
際
貢
献
の
一
環
と
し
て
国
際
的
な
紛
争
地
域
へ

の
後
方
支
援
を
可
能
と
す
る
な
ど
の
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
す
る
安
全
保
障
関
連
法
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ

可
決
・
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
安
全
保
障
関
連
法
案
の
是
非
を

め
ぐ
っ
て
は
、
過
去
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
多
く
の
国
民
や
戦
没
者
遺
族
、
憲
法
学
者
な
ど
か
ら
、

再
び
国
民
を
戦
争
の
渦
中
に
導
く
「
戦
争
法
案
」
と
位
置

付
け
「
法
案
廃
止
」
を
旗
印
に
反
対
運
動
が
世
論
を
巻
き

込
ん
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、

国
民
を
再
び
悲
惨
な
戦
争
へ
向
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
平

和
国
家
「
日
本
」 
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
の
は
私
だ
け

で
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

年
末
を
間
近
に
し
た
10
月
に
は
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
（
以
下
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
の
大
筋
合
意

が
発
表
さ
れ
、
全
国
の
農
業
者
に
動
揺
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
が
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
」

を
決
定
し
、
関
税
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
る
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
農
林
水
産
業
に
関
し
て
の
体
質
強
化
策
や
、
農
産

物
５
項
目
に
関
わ
る
農
家
へ
の
保
護
対
策
な
ど
が
盛
り
込

聖
籠
町
長　

渡

 

廣
吉

「
申
」年

さ
る

　

２
０
１
６
年
は
「
申さ

る

年ど
し

」
で
す
。

日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い
サ
ル

　

日
本
に
生
息
し
て
い
る
の
は
「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
」。

顔
と
お
し
り
の
赤
い
、
お
な
じ
み
の
サ
ル
で
す
。
人

間
と
同
じ
霊
長
類
に
属
し
、
北
は
青
森
県
下
北
半
島

か
ら
、
南
は
鹿
児
島
県
屋
久
島
ま
で
生
息
し
て
い
ま

す
。
群
れ
を
つ
く
り
、
木
の
上
を
得
意
と
し
、
主
に
、

果
実
や
種
子
、
花
、
葉
な
ど
の
植
物
や
昆
虫
を
好
ん

で
食
べ
る
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
近
年
、
野
生
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
を
見
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
観
光
用
に
餌
づ
け
さ
れ
た

サ
ル
が
人
前
に
現
れ
た
り
、
里
に
出
て
、
人
間
に
え

さ
を
ね
だ
っ
た
り
、
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
…
…
。

人
間
を
こ
わ
が
ら
ず
、
時
に
は
、
人
に
襲
い
か
か
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
被
害
に
遭
っ
て

い
る
地
域
で
は
、
い
わ
ゆ
る
猿
害
対
策
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
の

深
い
サ
ル
で
す
が
、
お
互
い
が
敵
対
し
合
う
の
は
残

念
な
こ
と
で
す
。
猿
害
の
防
止
を
図
り
つ
つ
、
サ
ル

が
将
来
に
わ
た
っ
て
自
然
の
状
態
で
生
息
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
共
生
の
道
を
探
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

サ
ル
な
ら
で
は
の
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句

　

サ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
な
昔
話
に
も
登
場
し
ま
す
し
、

サ
ル
に
ま
つ
わ
る
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。『
さ
る
か
に
合
戦
』
で
は
サ
ル
は
悪
役

で
し
た
が
、『
桃
太
郎
』
や
『
西
遊
記
』
で
は
、
主

人
を
支
え
る
名
脇
役
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
と
わ
ざ
で
、
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
の
は
「
猿

も
木
か
ら
落
ち
る
」。
こ
れ
は
、
そ
の
道
に
す
ぐ
れ

て
い
る
人
で
も
、
時
に
は
失
敗
を
す
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。「
木
か
ら
落
ち
た
猿
」
は
、

頼
み
に
す
る
も
の
を
失
っ
て
ど
う
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
木
の
上
を
得
意

と
す
る
サ
ル
な
ら
で
は
の
こ
と
わ
ざ
で
す
。

　

同
じ
く
サ
ル
の
特
徴
を
よ
く
と
ら
え
た
こ
と
わ
ざ

と
い
え
ば
、「
猿
の
尻
笑
い
」。
自
分
の
尻
の
赤
い
こ

と
に
気
づ
か
な
い
で
、
ほ
か
の
猿
の
尻
が
赤
い
こ
と

を
笑
う
意
味
で
、
自
分
の
欠
点
に
気
が
つ
か
ず
、
他

人
の
欠
点
を
笑
う
こ
と
の
た
と
え
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

「
サ
ル
ま
ね
」「
サ
ル
知
恵
」「
サ
ル
芝
居
」
な
ど
の

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
も
あ
ま
り
い
い
意
味
で

は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
も
悪
運
の
な
い
よ
い
年
を

　

そ
も
そ
も
「
サ
ル
」
＝
「
去
る
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
よ
く
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。「
去
る
」は「
去
る
」

で
も
悪
運
だ
け
は
去
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
た
方
に

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
原
則
と
し
て
交
付
申

請
者
本
人
に
お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
15
歳
未

満
の
方
ま
た
は
、
成
年
被
後
見
人
に
は
、
そ
の

法
定
代
理
人
が
同
行
し
、
併
せ
て
下
記
の
「
本

人
以
外
の
方
が
受
け
取
る
場
合
」
の
書
類
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
窓
口
に
お
越
し
の
際
に
は
、

必
ず
次
の
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

１　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

２　
通
知
カ
ー
ド

３　
本
人
確
認
書
類
※　

４　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
両
方
持
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
る
方
は
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
時
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
回
収
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
手
持
ち
の
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※　

本
人
確
認
書
類
（
コ
ピ
ー
不
可
）

①　

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
付
）、
運
転
免
許
証
、

運
転
経
歴
証
明
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

療
育
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者
証

明
書
、
一
時
庇
護
許
可
書
、
仮
滞
在
許
可
書

の
う
ち
１
点
。

②　

①
に
記
載
の
も
の
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

「
氏
名
・
生
年
月
日
」
ま
た
は
「
氏
名
・
住
所
」

が
記
載
さ
れ
た
書
類
２
点
が
必
要
（
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
社
員
証
、
学
生
証
、
預
金
通
帳
、

医
療
受
給
者
証
な
ど
）

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
の
際
の

�

暗
証
番
号
の
設
定

　

交
付
の
際
に
は
、
次
の
種
類
の
暗
証
番
号
の

設
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
署
名
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号

（
英
数
字
６
文
字
以
上
16
文
字
以
下
）

②
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
の

暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

③
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
情

報
の
確
認
の
た
め
の
暗
証
番
号

（
数
字
４
桁
）

④
個
人
番
号
や
住
所
・
氏
名
な
ど
の
情
報
の
確

認
の
た
め
の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

※　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
時
に
電
子
証
明

書
の
機
能
の
搭
載
を
希
望
し
て
い
な
い
場
合
は
、

①
②
の
暗
証
番
号
の
設
定
は
不
要
で
す
。

※　

②
③
④
を
同
じ
暗
証
番
号
に
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
手
数
料

　

初
回
の
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
。
紛
失
し

た
場
合
、

　

再
交
付
手
数
料　
　
　

８
０
０
円

　
（
電
子
証
明
機
能
付
は 

１
０
０
０
円
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
後
、
カ
ー
ド

が
交
付
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
聖
籠
町
か

ら
他
市
町
村
へ
転
出
し
て
し
ま
う
と
、
先

の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
は
無
効
と
な

り
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
ま
で
に
は
相

当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
今
後
他
市
町

村
へ
住
所
の
変
更
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ　役場町民課　町民サービス係
　　　　　　　☎２７－２１１１（内線１１２）

　

平
成
27
年
中
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

１
月
以
降
に
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
役
場

に
届
き
ま
す
。
そ
の
後
、
役
場
か
ら
申
請
さ
れ
た
方
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

通
知
書
（
は
が
き
）」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
課
の
窓
口
（
平
日
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
次
の
点
に
ご
留
意
の
う

え
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
手
続
き
で
は
、
暗
証
番
号
の
設
定
な
ど
に

よ
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
窓
口
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
本
人
以
外
の
方
が
受
け
取
る
場
合
】

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
原
則
と
し
て
交
付
申
請
者
本
人
に
お
渡
し
し
ま
す
が
、

交
付
申
請
者
が
病
気
、
身
体
の
障
害
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り
、
交

付
場
所
に
お
越
し
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
に
限
り
、
例
外
と
し
て

本
人
以
外
の
方
に
お
渡
し
で
き
ま
す
。そ
の
場
合
に
は
、次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

１　
本
人
の　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）　

２　
本
人
の　
通
知
カ
ー
ド　

３　
本
人
の　
本
人
確
認
書
類

　
　
本
人
確
認
書
類
①
を
２
点
ま
た
は
本
人
確
認
書
類
①
②
か
ら

　
　
そ
れ
ぞ
れ
１
点

４　
代
理
人
の　
本
人
確
認
書
類

　
　
本
人
確
認
書
類
①
を
２
点
ま
た
は
本
人
確
認
書
類
①
②
か
ら

　
　
そ
れ
ぞ
れ
１
点

５　
代
理
権
の
確
認
で
き
る
書
類

　
　
・
法
定
代
理
人
の
場
合
※

戸
籍
謄
本
そ
の
他
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
（
た
だ
し
、
本
籍
地
が

聖
籠
町
内
で
あ
る
場
合
は
不
要
で
す
）

　
　
・
そ
の
他
の
場
合　
　

委
任
状
な
ど
（
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
の
「
委
任
状
」
欄
に
記
入

す
る
こ
と
で
足
り
ま
す
）

６　
本
人
の　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

７　
本
人
の
来
庁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

　
　
（
例
）　
診
断
書
・
本
人
の
障
害
者
手
帳
・
本
人
が
代
理
人
の
施
設
な
ど

　
　
　
　
に
入
所
し
て
い
る
事
実
を
証
す
る
書
類

※　
法
定
代
理
人
と
は
、
民
法
の
規
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
代
理
人
の
こ

　
と
で
、
親
権
者
、
未
成
年
後
見
人
、
成
年
後
見
人
を
い
い
ま
す
。

　受け取り方法の詳細は、通知カードの郵便封筒同封の「マ
イナンバー（個人番号）のお知らせ・個人番号カード交付
申請のご案内」の７ページをご覧ください。

通知カードが届いていない方へ
　聖籠町では、10 月 28 日から住民票の世帯へ簡易書留郵
便で「通知カード」を送付しています。
　現在、あて先なしの理由などで郵便局から戻された「通
知カード」を聖籠町役場町民課で保管しています。このカ
ードは役場で一定期間（３カ月間程度）保管した後に廃棄
処分となりますので通知カードを受領していない方は、役
場町民課窓口で受領されますようお願いいたします。

通知カード

本人確認書類

住民基本台帳カード
（お持ちの方のみ）

個人番号カード
交付通知書

免許証など
上記①および②を
参照してください

個人番号カード

無くさないように

お気を付けください！

個人番号の申請が
無効となる例

個人番号カードの
申請が無効となり
交付されません

時
間

12月10日
他市町村へ

転出

11月 2 日
個人番号

カード申請
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インターネット回線（光回線など）

の契約に関する相談が増えて
います。契約は慎重に！

消 費 生 活消 費 生 活

お問い合わせ
役場町民課

消費生活センター
☎︎２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

63
1 月

ストップ！

　ザ・悪徳商法

11月相談受付情報
月 件数 主な相談内容

11月 6 件

プロバイダの乗換え
不正アクセス
架空請求のメール
不審な電話

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１い

や

や

８
８

か
ら
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

【事例】 　
　プロバイダを乗り換えると利用料が安くなると言われ、いろいろ
説明されたがよくわからないまま「安くなるならいい」と思い乗り
換えることにした。しかし、よく調べたら料金があまり変わらない
ことが分かった。その上これまでのプロバイダの解約料も発生する
ことが分かり、翌日、乗り換えの取り消しを伝えた。しかし取消料
がかかると言われ不満。すぐに取り消しを伝えたのに取消料が発生
するのか。

【回答】 　
①　電気通信サービスでは口約束だけでも契約は成立します。クー

リング・オフは適用されません。
②　その場ですぐ契約（申込み）しないで書類を取り寄せるなどし

て十分検討してから契約しましょう。契約の意思がない場合はは
っきり断ることが重要です。

③　光回線サービスの乗り換えは、現在契約中のプロバイダの解約
手続きも必要です。その際、解約料が発生することがあります。

④　困った時は消費生活センターに相談してください。

消費生活移動相談室開催
　訪問販売で不要な商品を買ってしまったなどの消費生活
に関するトラブルや借金の返済でお困りの方を対象に弁護
士がお答えします。お気軽にご相談下さい。

日時：平成28年 1月30日（土）
　　　  午前 9 時 00 分～12 時 00 分

場所：聖籠町町民会館　第一会議室
※相談を希望する方は、事前に電話予約をお願いします。
　予約先：聖籠町消費生活センター　℡２７－１９５８
※相談人数に限りがありますので、早めの予約をお願いします。
　（予約人数を超えた場合は先着順とさせていただきます）
※相談は無料です。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

平
成
27
年
12
月
12
日
（
土
）

■
食
文
化
交
流
会
開
催

　

町
学
校
給
食
調
理
場
内
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
18
人
が
参
加

し
「
食
文
化
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
民
参
加
者
や
中
国
黒
龍
江
省
か

ら
新
潟
大
学
な
ど
に
留
学
し
て
い
る

留
学
生
の
皆
さ
ま
が
３
班
に
分
か
れ

て
餃
子
を
皮
か
ら
手
作
り
し
た
こ
の

交
流
会
。
２
時
間
ほ
ど
の
調
理
で
出

来
上
が
り
、
参
加
者
全
員
で
食
べ
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
自
分
で
作
っ
た

餃
子
は
お
い
し
か
っ
た
。」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
、
食
文
化
を
通
じ
て
国

際
交
流
を
体
験
し
、
良
い
思
い
出
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

町

民

課

平
成
27
年
12
月
３
日
（
木
）

■
第
３
回
聖
籠
町

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
は
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
予

算
や
運
営
に
つ
い
て
、
有
識
者
や
町

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調

査
審
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
３
回
目
と
な
る
協
議
会

で
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

・
平
成
27
年
度
聖
籠
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

保
健
福
祉
課

平
成
27
年
11
月
６
日
（
金
）

■
第
３
回
聖
籠
町
歯
科
保
健

�

対
策
意
見
聴
取
会
開
催

　

今
年
度
３
回
目
と
な
る
意
見
聴
取

会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
歯
科
医

師
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
、

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
意
見
を
基
に
、
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
に
対
し
て
、
歯
科
医

師
、
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
、
地
域

住
民
、
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
対
策

を
ま
と
め
た
「
聖
籠
町
歯
科
保
健
対

策
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
最

終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
聖
籠
町
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
歯
科
保
健
に
対
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
各
セ
ク
シ
ョ

ン
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。」
と
参
加
メ
ン
バ
ー

で
意
思
確
認
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
11
月
17
日
（
火
）

■
第
１
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り

�

推
進
協
議
会
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
歯
科
保
健
対
策
意
見
聴

取
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
聖
籠
町
歯
科

保
健
対
策
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
承
認

の
可
否
に
関
す
る
審
議
と
町
の
健
康

課
題
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
委

員
は
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
は
、

審
議
後
、
実
践
化
に
向
け
承
認
と
な

り
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

平
成
27
年
11
月
27
日
（
金
）

■
第
11
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

�

定
例
会
開
催

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

平
成
27
年
11
月
25
日
（
水
）

■
農
業
委
員
会
第
22
期
第
33
回
総
会

・
農
地
買
受
適
格
者
証
明
願
に
つ
い

て
・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て 

　

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
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町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

1
月

7
日 

聖
籠
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

8
日 

交
通
安
全
合
同
祈
願
祭
・
出

初
式

10
日 

消
防
出
初
式

18
日 

区
長
会
議

 　　

1 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場１階　会議室
◆行政相談
　12日（火）
　午前10時00分～11時30分
　 役場総務課（内線223）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　６日（水）、20日（水）
　午後1時00分～4時00分
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　28日（木）
　午後1時00分～4時00分
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　18日（月）午後１時15分～
○２歳6カ月児歯科健診
　25日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　28日（木）午後１時00分～
○乳児健診
　29日（金）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　14日（木）午後１時30分～
　 保健福祉課（町保健福祉センター内）
　☎27-6511

小
・
中
学
校
の
入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

平
成
28
年
度
非
常
勤
職
員
登
録
の
お
知
ら
せ

～
町
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
募
集
～

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
町
内
の
小
学
校
、
中
学
校

へ
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
、
入
学
期
日
お
よ
び
学

校
名
な
ど
を
１
月
末
日
ま
で
に
郵
送

で
通
知
し
ま
す
。

　

通
知
書
が
届
か
な
い
、
ま
た
は
通

知
書
内
容
に
異
動
や
誤
り
が
あ
る
場

合
は
至
急
町
教
育
委
員
会
（
子
ど
も

教
育
課
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
小
学
校
新
入
学
児
童

平
成
21
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
22
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

★
中
学
校
新
入
学
生
徒

平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
16
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

町
教
育
委
員
会
子
ど
も
教
育
課

　
学
校
教
育
係　
（
内
線
３
０
２
）

　

町
で
は
、
町
で
働
く
こ
と
を
希
望

さ
れ
る
臨
時
職
員
お
よ
び
パ
ー
ト
タ

イ
ム
職
員
の
登
録
制
度
を
行
っ
て
い

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
方
の
う
ち
か
ら
、

役
場
業
務
で
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職

員
な
ど
が
必
要
の
都
度
雇
用
い
た
し

ま
す
。
平
成
28
年
度（
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
）の
募
集
を
行
い
ま
す

の
で
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
登
録
し
て
み

ま
せ
ん
か
！

　

登
録
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
登
録
職
種

事
務
職
、幼
稚
園
教
諭
、用
務
員
、

運
転
員
、介
助
員
、管
理
人
な
ど

■
登
録
の
方
法

　

町
の
指
定
し
た
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。（
市
販
可
）

■
提
出
先

　

役
場
総
務
課
・
総
務
管
理
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　

平
成
28
年
２
月
12
日
（
金
）

　

提
出
期
限
以
降
は
そ
の
都
度
登

録
し
ま
す
。

■
雇
用
条
件

　

給
与
・
勤
務
条
件
な
ど
は
「
聖

籠
町
非
常
勤
職
員
取
扱
要
綱
」
に

よ
り
ま
す
。

■
登
録
の
有
効
期
限

　

登
録
の
有
効
期
限
は
１
年
で
す
。

（
平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で
有

効
）

役
場
総
務
課　
総
務
管
理
係

　
（
内
線
２
２
６
）
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入 札 結 果 入札日　平成27年11月4日～24日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日または工

事（委託）期間最終日
入札
方法

1 舗第 2 号　三賀新発田
線道路舗装工事 聖籠町大字三賀地内 18,468,000 日本道路㈱

新潟営業所 平成28年2月13日 指名競争
入札

2 亀塚地区雨水桝修繕 聖籠町大字次第浜 3,564,000 ㈲入山建設 平成28年3月28日 指名競争
入札

3
路第 1 号　寺島網代浜
線（苔沼）道路路線測
量業務委託

聖籠町大字諏訪山・山
倉・蓮潟地内 4,449,600 ㈱聖測

コンサルタント 平成28年3月25日 指名競争
入札

11 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

莉
り ほ

穂 ちゃん （下條　友太） 苔　沼
奏
そう

汰
た

 ちゃん （南　　健太） 亀　塚
菜
な ち

智 ちゃん （今井　　伸） 蓮　潟
心
しんせい

星 ちゃん （宮下　桂二） 亀　塚
華
は な

奈 ちゃん （高野　智樹） 山　倉
桃
も か

花 ちゃん （桐生　光成） 山大夫

 氏　名 年齢 行政区

高　橋　カツミ さん （82 歳） 次第浜
石　田　ト　ミ さん （94 歳） 蓮　潟
渡　辺　幸

こう

　清
せい

 さん （75 歳） 二本松
吉　田　チ　イ さん （91 歳） 二本松
森　川　コイシ さん （99 歳） 次第浜
高　橋　弥

や

太
た

郎
ろう

 さん （83 歳） 網代浜
平　野　太

た

　七
しち

 さん （95 歳） 次第浜
五十嵐　久

く み こ

美子 さん （54 歳） 藤　寄
宮　下　猶

なお

　敏
とし

 さん （89 歳） 次第浜
佐　藤　一

かず

　男
お

 さん （95 歳） 真　野
稲　田　ヨ　キ さん （97 歳） 大夫興野
福　田　タ　ケ さん （85 歳） 杉谷内
青　木　　　實

みのる

 さん （80 歳） 藤　寄
小　池　忠

ちゅう

　松
まつ

 さん （71 歳） 甚兵エ橋

　吉　田　　　健
たけし

 さん
（藤　田）佳

か よ こ

代子 さん ｝苔　沼

　横　山　浩
ひろ

　美
よし

 さん
（佐々木）千

ち

　尋
ひろ

 さん ｝藤　寄

　宮　沢　秀
ひで

　基
き

 さん
（古日山）直

なお

　子
こ

 さん ｝網代浜

　加　藤　健
けん

　太
た

 さん
（高　橋）真

ま な み

菜美 さん ｝ひばりが丘

　八　幡　佑
ゆう

　太
た

 さん
（須　藤）悠

ゆう

　那
な

 さん ｝大夫興野

　渋　谷　凌
りょう

　汰
た

 さん
（高　橋）瀬

せ り な

里菜 さん ｝道賀新田

　小野塚　大
だい

　希
き

 さん
（金　田）　　茜

あかね

 さん ｝二本松

町
営
住
宅
東
山
団
地
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
営
住
宅
東
山
団
地 

に
空
室
が

出
た
た
め
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
所
在
地

聖
籠
町
大
字
二
本
松
１
９
９
７
番

地
■
募
集
戸
数

　

16
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

…
１
階
２
戸
、
２
階
３
戸
、
３
階

２
戸
、
４
階
５
戸
、
５
階
４
戸

■
入
居
可
能
日

　

平
成
28
年
２
月
上
旬

■
家
賃
な
ど　
　

　

①
家
賃　

３
６
０
０
０
円

　

（
入
居
期
間
２
年

　
　

経
過
後
４
２
０
０
０
円
）

　

②
共
益
費　
　

８
０
０
円

　

③
駐
車
場　

３
６
７
５
円

　
　

（
１
区
画
）

　

④
敷
金　

７
２
０
０
０
円

　
　

（
入
居
時
家
賃
の
２
か
月
分
）

■
入
居
資
格

・
同
居
し
て
い
る
（
同
居
し
よ
う
と

す
る
）
家
族
が
い
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

な
ど

■
提
出
書
類

・
入
居
申
込
書

・
住
民
票
（
同
居
家
族
全
員
分
）

・
所
得
証
明
書
ま
た
は
源
泉
徴
収
票

（
コ
ピ
ー
）

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
コ
ピ
ー
）

・
市
町
村
税
納
税
証
明
書

■
申
込
期
間

　

平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）

 

〜
26
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分

 

〜
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
日
祝
日
は
除
く

■
そ
の
他

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選

会
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

　
（
内
線
２
３
４
）

広
報
せ
い
ろ
う

１
月
お
知
ら
せ

号
は

お
休
み
し
ま
す
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聖籠町生涯スポーツ推進計画案への意見を募集します

お問い合わせ　社会教育課（町民会館）☎ 27-2121　FAX27-7976

　町では、聖籠町生涯スポーツ推進計画の策定作業を進めております。
　この計画は、平成 18年度に計画策定した「聖籠町生涯スポーツ振興計画」の検証を踏まえ、誰もがスポ
ーツに親しみ、楽しむことができるさまざまな支援や事業が計画的に提供されるよう目標値などを定めるも
のです。町民の皆さんとの協働により行うため、次のとおり検討中の聖籠町生涯スポーツ推進計画案を公表
し、ご意見をお伺いします。
　町民の皆さんの積極的なご意見をお待ちしています。

意見受付期間 平成 28年 1月 12日（火）～ 2月 13日（土）
※郵送による意見の提出は、2月 13日到達分まで受付します。

公表方法 ・町のホームページで公表します。
・紙に印刷したものは、次の３カ所で閲覧できます。
　①町民会館
　②町役場供覧場所（１階）
　③町保健福祉センター
・貸出を希望される方は、町民会館で用意しています。閲覧場所の印刷物は持ち出し
できません。また、コピーはできませんので、予めご了承ください。

応募用紙 　閲覧場所に備え付け　・町のホームページからダウンロード　・広報せいろうには
さみこんである「町政ポストはがき（切手不要）」もご利用ください。その際は、次の
事項を記載してください。
＜記載する事項＞
①タイトルを「聖籠町生涯スポーツ推進計画案への意見」としてください。
②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号
③ご意見（何ページのどの部分についてのご意見かがわかるようにお願いします）　
【記入例】　３ページ　○○について

提出方法 ◆郵送・ファックス・Ｅメール・閲覧場所の回収箱、町民会館へ持参のいずれかの方
法で提出してください。　※電話による意見などの受付は行いません。

提出先 聖籠町教育委員会社会教育課スポーツ振興係
　〒９５７－０１１７　聖籠町大字諏訪山１２８０番地
　ファックス　２７－７９７６　Ｅメール e-syakai@town.seiro.niigata.jp

提出期限 平成 28年 2月 13日（土）必着

ご意見の
活用方法

　応募いただいたご意見の内容を検討しながら、計画の策定に活かしていきます。な
お、個別の回答はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。（結果の公表は
ホームページのほか町民会館で行います。）ご意見については、お名前、ご住所、ご
連絡先の電話番号やメールアドレスを除き、全て公開される可能性があることを、あ
らかじめご承知おきください。ただし、ご意見中に特定の個人を識別しうる記述があ
る場合や、個人の財産権などを害するおそれがあると判断される場合には、公表の際
に当該個所を伏せさせていただきます。

個人情報の
利用目的・範囲

　提案用紙に記載された個人情報については、聖籠町生涯スポーツ推進計画の策定の
目的にのみ利用し、その取り扱いには十分に留意し、他の目的には使用しません。
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お問い合わせ
　子ども教育課　学校支援係
　（内線３０５）

　平成28年度利用者を募集します
～聖籠町ふれあい農園～　

　 聖籠町地産地消推進協議会からのお知らせ
味噌を作ってみよう　

　町では、学校などの給食の安全性

を確認し、給食に対する保護者など

の不安を軽減することを目的に、給

食用食材の放射性物質検査を実施し

ています。検査は毎週木曜日、翌日

（金曜日）に使用する食材の中から

１品目を選定して行います。再検査

となった食材は、給食に使用せず、

再検査を実施し公表します。

　なお、町のホームページで最新の

検査結果を掲載しています。

学校給食食材の
放射性物質測定結果

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、20Bq／㎏です。検出限界値は、

測定する条件や食材により異なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出でき

る最小値（最小限度）のことをいい、この値は測定環境

（自然界に存在する大気中の放射線量）、測定条件（時間

重量など）、検査対象品目によって異なります。

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果
放射性
ヨウ素

放射性
セシウム

１３１ １３４ １３７

11月
5日 ピーマン 茨城県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

11月
12日 きゅうり 高知県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

11月
19日 小松菜 新潟県

（新潟市）
検出
せず

検出
せず

検出
せず

11月
26日

ほうれん
草

新潟県
（新潟市）

検出
せず

検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

　

町
内
で
と
れ
た
大
豆
を
使
っ
て

味
噌
づ
く
り
体
験
事
業
を
開
催
し

ま
す
。

　

自
分
で
味
噌
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。平

成
28
年
2
月
9
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

聖
籠
町
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

（
聖
籠
地
場
物
産
館 

裏
手
）

柔
ら
か
く
煮
た
大
豆
を
潰
し
、

塩
、
麹
を
ま
ぜ
て
容
器
に
詰
め

て
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

秋
頃
、
美
味
し
く
い
た
だ
け
ま

す
。

■
講
師

聖
籠
町
女
性
い
き
い
き
交
流
会

の
皆
さ
ん

■
参
加
費

　

２
０
０
円
（
容
器
代
込
み
）

■
定
員

先
着
15
名

（
聖
籠
町
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
）

■
持
ち
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

■
そ
の
他

保
育
ル
ー
ム(

無
料)

あ
り
ま

す
。（
お
子
さ
ん
の
お
茶
や
お

や
つ
は
用
意
し
て
下
さ
い
。）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

■
申
込
期
限　

平
成
28
年
１
月
15
日
（
金
）

・
　

役
場
産
業
観
光
課

農
業
振
興
係 

（
内
線
１
２
３
）

　

町
で
は
、
農
業
者
以
外
の
方
が

野
菜
や
花
な
ど
を
栽
培
し
な
が
ら
、

自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
つ
く
り
育
て

る
喜
び
を
実
感
し
、
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
聖

籠
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
貸
し
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

聖
籠
町
大
字
大
夫

　

１
９
９
５
番
地
１

■
貸
付
区
画

一
般
用

30
㎡
用
地
×
65
区
画
、

36
㎡
用
地
×
20
区
画
、

48
㎡
用
地
×
８
区
画

車
椅
子
用
プ
ラ
ン
タ
ー

３
㎡
用
地
×
４
区
画
、

４
㎡
用
地
×
１
区
画

（
※
原
則
一
世
帯
３
区
画
ま
で
）

■
貸
付
期
間

１
年
間
（
４
月
１
日
〜
翌
年
３

月
31
日
、
更
新
手
続
き
に
よ
り

継
続
使
用
が
可
能
）

■
貸
付
料

１
㎡
あ
た
り
１
５
０
円

（
年
度
途
中
の
貸
付
も
同
料
金
）

■
申
込
受
付

平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）
〜

■
そ
の
他

聖
籠
町
特
定
農
用
地
貸
付
規
定

に
よ
る

役
場
産
業
観
光
課

　
地
域
振
興
係
（
内
線
１
２
３
）
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「聖籠町子ども読書活動推進計画案」
� への意見を募集します

お問い合わせ　聖籠町立図書館　☎２７－６１６６

　聖籠町教育委員会では、子どもたちがそれぞれの成長過程において、多様な本と出
会い、豊かな読書体験を積み重ねていくことができるよう、「聖籠町子ども読書活動推
進計画」（計画期間：平成 27年度～平成 31年度）を策定します。
　策定にあたり、町民の皆さんのご意見やご要望を可能な限り計画に反映させたいと
考えております。次のとおり「聖籠町子ども読書活動推進計画案」を公表しますので、
皆さんのご意見やご要望をお寄せください。

「聖籠町子ども
読書活動推進計
画案」の閲覧場
所

　町のホームページで公開します。（URL　http://www.town.seiro.niigata.jp）
◆紙に印刷したものは、次の４カ所で閲覧できます。
　①聖籠町立図書館　②町役場　③町保健福祉センター　④町民会館
※貸出を希望される方は、聖籠町立図書館に用意していますのでお越しください。
閲覧場所の印刷物は持ち出しできません。また、コピーはいたしかねますので、
予めご了承ください。

応募用紙 ◆閲覧場所に備え付け　◆町のホームページからダウンロード　◆広報せいろうには
さみこんである「町政ポストはがき（切手不要）」もご利用ください。その際は、
次の事項を記載してください。

＜記載する事項＞
①タイトルを「聖籠町子ども読書活動推進計画案への意見」としてください。
②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号
③ご意見（何ページのどの部分についてのご意見かがわかるようにお願いします）
　【記入例】　３ページ　○○について

提出方法 ◆郵送・ファックス・Ｅメール・閲覧場所の回収箱、聖籠町立図書館へ持参のいずれ
かの方法で提出してください。　※電話による意見などの受付は行いません。

応募資格 町内に居住している人および町内に通勤・通学している人

提出先 聖籠町立図書館
　〒９５７－０１１７　聖籠町大字諏訪山１５６０番地１
　ファックス　２７－６１６７　Ｅメール　info@lib-seiro.jp

提出期限 平成 28年１月 15日（金）必着

ご意見の
活用方法

　応募いただいたご意見の内容を検討しながら、計画の策定に活かしていきます。な
お、個別の回答はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。（結果の公表は
ホームページのほか聖籠町立図書館などで行います。）ご意見については、お名前、
ご住所、ご連絡先の電話番号やメールアドレスを除き、全て公開される可能性がある
ことを、あらかじめご承知おきください。ただし、ご意見中に特定の個人を識別しう
る記述がある場合や、個人の財産権などを害するおそれがあると判断される場合には、
公表の際に当該個所を伏せさせていただきます。

個人情報の
利用目的・範囲

　提案用紙に記載された個人情報については「聖籠町子ども読書活動推進計画」策定
の目的にのみ利用し、その取り扱いには十分に留意し、他の目的には使用しません。
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お問い合わせ　役場町民課　保険係　（内線１１７）

後期高齢者医療制度のお知らせ

Vol.7　後期高齢者医療制度のよくある質問Ｑ＆Ａ

１．75 歳になると私の保険はどうなるの？

２．保険証を紛失したのですが、どのように再交付を受ければよいのですか？

３．コルセットなどの治療用装具の購入費は、保険の対象になりますか？

後期高齢者医療制度について、皆さまから多く寄せられるお問い合わせにお答えいたします。

新潟県内において、高齢者を狙った医療費などの還付金詐欺事件が多発しています。
「ＡＴＭに行け」、「マイナンバーや個人情報が流出している」などといわれたら、
それは詐欺電話です！
そのような電話があったら相手にせず、役場町民課保険係や最寄りの警察署に相談しましょう。

　回答：　７５歳の誕生日から、自動的に後期高齢者医療制度に加入となります。
加入の手続きは必要ありません。
　なお、後期高齢者医療制度の保険証が使えるのは、75歳の誕生日から
です。保険証は、誕生日の前月にお手元に届くように郵送します。

　回答：　保険証を紛失・破損した場合には、役場町民課保険係の窓口で再交付を受けることができます。

　◎申請に必要なもの：印かん、窓口に来られる方の身分証明書（運転免許証など）、
　　　　　　　　　　　マイナンバーがわかるもの

　回答：　治療上必要のあるコルセットなどを購入した場合は、いったん全額を本人が支払います。
あとから、役場町民課保険係の窓口に申請すると、自己負担割合１割（現役並み所得者は３割）
を超えた金額が、療養費として払い戻されます。

　◎申請に必要なもの：医師の証明書、領収書、本人名義の預金通帳、印かん、
　　　　　　　　　　　マイナンバーがわかるもの

例

購入費用の
9割を払い戻し

役場町民課
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交通安全に関することは
役場生活環境課 地域安全係
☎27−2111（内線 284）

交 通
安 全
vol.164

今日も一日交通安全

区分
年

11月 1月〜 11月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成27年 3 0 4 29 1 36
平成26年 5 0 6 31 1 44
増　減 -2 0 -2 -2 0 -8

飲酒運転撲滅・冬の交通事故防止運動を実施

高齢者研修会を11月４・５・６日に行いました

こども園の祖父母参観日で交通安全の呼びかけを行いました

　新発田地区交通安全協会聖籠支部曽根支部長や町交通安全母の会髙橋会長と高齢者
推進委員による、“あなたは　バランス大丈夫？”“今、何がとんだ？”のゲームで、
参加者はバランスや反射神経を確認し合いました。また、町交通安全指導員は“水戸
黄門で交通安全”の寸劇を行い、総勢 326 名の高齢者の方々が、笑って楽しんで交通
安全を学びました。

　12月11日（金）午後1時30分から町内酒類販売店を訪問し、
午後 7 時 30 分からは、町内飲食店をまわり、飲酒運転撲滅
のための啓発広報を行いました。
　また、12月16日（水）午後 3 時 45 分から役場入口交差点に
おいて、新発田地区交通安全協会聖籠支部・町交通安全母の
会・町交通安全指導員・新発田警察署・聖籠交番の協力のも
と、交通事故防止を呼びかける街頭指導を実施しました。
　冬は降雪によって道路状況が悪化します。スピードを落と
し、車間距離を十分とって高齢者と子どもたちを交通事故か
ら守りましょう。

◎中心視野・周辺視野！
　見えているようで見えていな

いので、しっかり左右を確認し

てほしい。

講師　新発田地区交通安全協会

　　　事務局長　藤
ふ じ

田
た

　真
まこと

 様

　11 月 17 日（火）、19 日（木）、20 日（金）、総勢 420 名のおじいちゃん、おばあちゃんと
チャイルドシート着用の合言葉で、交通ルールの約束をしました！！
ぼくも　わたしも　赤ちゃんも　チャイルドシートしめてガチャン！

パパも　ママも　おじいちゃんも　おばあちゃんも　シートベルトしめてガチャン！　こども園へ　レッツ　ゴー！！

町の交通事故発生状況

【目標】　みんなでがんばろう！

チャイルドシート着用100パーセント！

　　　　　　蓮野こども園　髙橋園長
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起
業
を
目
指
す
女
性
の

　
　
　
　
お
役
立
ち
情
報

　
（
公
財
）
に
い
が
た
産
業
創
造
機

構
で
は
、
随
時
、
起
業
に
関

心
の
あ
る
方
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
助
成
金
な

ど
の
支
援
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
新
潟
県
女
性
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
イ
ト
（
下
記
に
て

検
索
）
で
は
、
新
潟
県
内
で

起
業
、
農
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
子

育
て
、
介
護
な
ど
様
々
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
素
敵

な
女
性
た
ち
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

（
公
財
）
に
い
が
た
産
業
創
造
機

構　
創
業
・
経
営
革
新
チ
ー
ム

☎
０
２
５
‐
２
４
６
‐
０
０
５
１

（
直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.nico.or.jp/

新
潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部　

男
女
平
等
社
会
推
進
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
４
１

男
性
も
女
性
も

　
　
　
　
取
得
で
き
ま
す

　
　
　
育
児
・
介
護
休
業

　

育
児
・
介
護
休
業
法
は
、
育
児
や

家
族
の
介
護
を
行
う
労
働
者
の
職
業

生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
を
支
援

す
る
法
律
で
す
。

○
育
児
休
業
制
度

　

労
働
者
は
、
事
業
主
に
申
し
出

る
こ
と
に
よ
り
、
子
が
１
歳
に
達

す
る
ま
で
の
間
、
育
児
休
業
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
短
時
間
勤
務
制
度

　

事
業
主
は
、
３
歳
に
満
た
な
い

子
を
養
育
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、

労
働
者
が
希
望
す
れ
ば
利
用
で
き

る
、
短
時
間
勤
務
制
度
（
１
日
の

所
定
労
働
時
間
を
原
則
と
し
て
６

時
間
と
す
る
）
を
設
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
子
の
看
護
休
暇

　

小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す

る
労
働
者
は
、
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
、
1
年
に
5
日
ま
で
（
対
象

と
な
る
子
が
複
数
の
場
合
1
年
に

10
日
ま
で
）、
病
気
・
け
が
を
し

た
子
の
看
護
お
よ
び
予
防
接
種
を

受
け
さ
せ
る
な
ど
の
世
話
を
す
る

た
め
に
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
介
護
休
業

　

労
働
者
は
、
事
業
主
に
申
し
出

る
こ
と
に
よ
り
、
対
象
家
族
1
人

に
つ
き
、
要
介
護
状
態
に
至
る
ご

と
に
1
回
、
通
算
し
て
93
日
ま
で
、

介
護
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
介
護
休
暇

　

要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族

の
介
護
そ
の
他
の
世
話
を
行
う
労

働
者
が
、
事
業
主
に
申
し
出
た
場

合
、
1
年
に
5
日
ま
で
（
対
象
家

族
が
複
数
の
場
合
1
年
に
10
日
ま

で
）、
1
日
単
位
で
休
暇
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

育
児
・
介
護
法
に
基
づ
く
相
談

は
、
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
疑
問
や
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

新
潟
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
１
１

愛
鳥
セ
ン
タ
ー

紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

海
鳥
を
見
る
会

　

冬
の
海
で
見
ら
れ
る
カ
モ
メ
や
カ

モ
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
31
日
（
日
）

午
前
８
時
00
分
〜
10
時
00
分

聖
籠
町
網
代
浜
周
辺

　

集
合
場
所
は
「
海
の
に
ぎ
わ
い

館
駐
車
場
」（
聖
籠
町
網
代
浜
）

に
な
り
ま
す
。

■
参
加
申
し
込
み　
不
要

■
料
金　
無
料

■
そ
の
他

　

散
策
に
適
し
た
服
装
・
靴
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

愛
鳥
セ
ン
タ
ー

紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
４
１
‐
４
５
０
０

「
下
越
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

発
達
障
が
い
者
の
生
き

づ
ら
さ
を
考
え
る
」

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

○
基
調
講
演

「
発
達
障
が
い
者
の
生
き
づ
ら
さ

に
つ
い
て
〜
ス
タ
ン
バ
イ
立
ち
上

げ
ま
で
の
道
の
り
と
こ
れ
か
ら
の

展
望
〜
」

（
講
師　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
い

が
た
・
オ
ー
テ
ィ
ズ
ム　

理
事
長

角
田
千
里　

氏
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
語
ろ
う
！
考
え
よ
う
！
〜
発
達

障
が
い
者
の
今
と
こ
れ
か
ら
〜
」

平
成
28
年
2
月
26
日
（
金
）

午
後
1
時
00
分
〜
4
時
00
分

（
受
付　

午
後
0
時
30
分
〜
）

村
上
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
ホ
ー
ル

（
村
上
市
田
端
町
４
‐
25
）

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
締
切

平
成
28
年
２
月
12
日
（
金
）

※
当
日
参
加
も
可

・

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は

ま
な
す

☎
０
２
５
４
‐
５
０
‐
７
１
０
４

冬期の開館時間
12 月～２月の間は
平日 9：30 ～ 18：00 となります。

【土・日は 9：30 ～ 17：00】

１月の休館日
１日（金）～３日（日）【年末年始
休館】、４日（月）、11 日（月・祝）、
18 日（月）、25 日（月）、29 日（最
終金曜日）
※　２月１日（月）～２月８日（月）
蔵書点検のため休館します。

聖籠町立図書館　☎ 27-6166

― 図書館からのお知らせ―

新潟県女性のチャレンジサイト 検索
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ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム

　

２
０
１
５
年
11
月
22
日
（
日
）、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
日
立
柏

サ
ッ
カ
ー
場
で
明
治
安
田
生
命
Ｊ

１
リ
ー
グ
２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
最
終

節
・
柏
レ
イ
ソ
ル
戦
に
臨
み
ま
し

た
。
こ
れ
が
３
年
半
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
を
指
揮
し
た
柳
下
監
督

の
新
潟
で
の
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム
。
す

べ
て
を
出
し
切
っ
て
締
め
く
く
ろ

う
と
、
選
手
た
ち
は
強
い
決
意
を

持
っ
て
ピ
ッ
チ
に
立
ち
ま
す
。

　

立
ち
上
が
り
か
ら
前
へ
の
意
識

を
持
ち
、
得
点
へ
の
意
欲
を
見
せ

て
い
く
新
潟
。
ア
ウ
ェ
ー
に
も
関

わ
ら
ず
駆
け
つ
け
た
た
く
さ
ん
の

新
潟
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
強
い
声
援

を
背
に
、
積
極
果
敢
に
柏
ゴ
ー
ル

に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。
何
度
か
カ

ウ
ン
タ
ー
か
ら
攻
め
込
ま
れ
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
集
中
し
た

守
備
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に
は
持
ち
込
ま
せ
ま

せ
ん
。

　

い
い
リ
ズ
ム
で
ゲ
ー
ム
を
進
め

て
い
た
新
潟
で
し
た
が
、
24
分
に

コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
の
流
れ
か
ら
オ

ウ
ン
ゴ
ー
ル
で
先
制
を
許
し
て
し

ま
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
こ
で
下
を

向
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
キ

ャ
プ
テ
ン
大
井
選
手
も
声
を
張
り

上
げ
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
鼓
舞
し
、

反
撃
ム
ー
ド
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

　

１
点
を
追
う
展
開
の
中
、
後
半

も
運
動
量
を
落
と
す
こ
と
な
く
相

手
を
押
し
込
ん
で
い
く
新
潟
。
攻

勢
を
掛
け
な
が
ら
も
な
か
な
か
得

点
を
奪
え
な
い
時
間
が
続
き
ま
し

た
が
、
つ
い
に
終
盤
の
81
分
、
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
が
結
実
し
ま

し
た
。
指い
ぶ

宿す
き

選
手
が
相
手
陣
内
で

突
破
を
仕
掛
け
る
と
、
フ
ァ
ー
ル

を
受
け
て
Ｐ
Ｋ
を
獲
得
。「
最
初

か
ら
Ｐ
Ｋ
に
な
っ
た
ら
蹴
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
」
と
指
宿
選
手
。
自

ら
冷
静
に
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
し
、
同

点
に
追
い
つ
き
ま
す
！

　

そ
の
後
は
お
互
い
に
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
ま
し
た
が
、
試
合
は
こ
の

ま
ま
１
‐
１
の
ド
ロ
ー
決
着
と
な

り
ま
し
た
。
勝
利
で
終
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
最

後
に
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を

十
分
出
せ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
」
と
、
柳
下
監
督
は
選
手
た
ち

の
奮
闘
を
称
え
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
新
潟
ゴ
ー
ル
裏
か
ら

は
柳
下
監
督
へ
の
エ
ー
ル
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
控
室
か
ら

も
う
一
度
ピ
ッ
チ
に
姿
を
見
せ
、

手
を
振
り
な
が
ら
笑
顔
で
応
え
て

い
た
柳
下
監
督
。
こ
う
し
た
光
景

が
、
こ
の
チ
ー
ム
の
温
か
さ
を
何

よ
り
も
強
く
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
シ
ー
ズ
ン
は
苦
し
い

時
期
が
続
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も

熱
い
声
援
で
チ
ー
ム
を
支
え
て
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
も
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
新

潟
は
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

総
括
会
見

　

ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム
か
ら
３
日
後
の

25
日
（
水
）
は
、
柳
下
監
督
の

２
０
１
５
シ
ー
ズ
ン
総
括
会
見
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
指
揮

し
た
３
年
半
に
つ
い
て
も
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、「
ホ
ー
ム
で

も
ア
ウ
ェ
ー
で
も
、
相
手
よ
り
大

き
な
声
援
を
感
じ
て
や
れ
た
」
と

サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝

を
示
し
な
が
ら
、
１
つ
１
つ
お
だ

や
か
な
表
情
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
は
奇
跡
の
残
留
を

果
た
し
、
２
０
１
５
年
に
は
ク
ラ

ブ
史
上
初
の
ヤ
マ
ザ
キ
ナ
ビ
ス
コ

カ
ッ
プ
準
決
勝
進
出
に
新
潟
を
導

い
た
柳
下
監
督
。
チ
ー
ム
の
変
化

に
つ
い
て
は
、「
ど
ん
な
相
手
で

も
、
自
分
た
ち
で
主
導
権
を
握
っ

て
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」。
３
年
半
で
、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
は
大
き
く
成
長
し
て
き

ま
し
た
。

　

柳
下
監
督
の
残
し
た
功
績
へ
の

感
謝
を
胸
に
刻
み
、
新
潟
は
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
今
後
も
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

な
で
し
こ
リ
ー
グ
最
終
節

　

11
月
８
日
（
日
）
は
２
０
１
５

プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部

最
終
節
が
行
わ
れ
、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
は
ゼ
ッ
ト

エ
ー
オ
リ
プ
リ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ジ

ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

▶︎
Ｐ
Ｋ
を
獲
得
し
得
点
を
挙
げ
た
指
宿
選
手
。

▲新潟の人たちの温かみについて「一生忘れない
と思う」とも語りました。
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レ
デ
ィ
ー
ス
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

１
つ
で
も
高
い
順
位
で
リ
ー
グ

を
終
え
よ
う
と
、
選
手
た
ち
は
士

気
を
高
く
持
っ
て
ゲ
ー
ム
に
入
っ

て
い
っ
た
選
手
た
ち
。
序
盤
は
雨

で
ス
リ
ッ
ピ
ー
な
ピ
ッ
チ
に
苦
し

ん
だ
も
の
の
、
時
間
が
進
む
に
つ

れ
て
少
し
ず
つ
攻
撃
の
形
を
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

山
崎
選
手
の
背
後
へ
の
飛
び
出

し
や
佐
伯
選
手
の
ド
リ
ブ
ル
突
破

な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
攻
撃

で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
く
新
潟
。

守
備
で
も
早
い
段
階
で
、
ピ
ン
チ

の
芽
を
つ
ぶ
し
て
い
き
ま
す
。
前

半
は
ス
コ
ア
レ
ス
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
攻
守
と
も
に
選
手
た
ち
の

集
中
の
高
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
し

た
。

　

後
半
も
優
位
に
試
合
を
進
め
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
61

分
に
ゴ
ー
ル
前
で
一
瞬
の
ス
キ
を

突
か
れ
て
失
点
を
許
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
後
も
選
手
た
ち
は
強

い
気
持
ち
で
最
後
ま
で
戦
い
ま
し

た
が
、
一
歩
及
ば
ず
０
‐
１
で
終

了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。
こ
の
結
果
、

新
潟
は
４
位
で
リ
ー
グ
を
終
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

悔
し
さ
は
残
り
ま
す
が
、
エ
キ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
で
は
一

時
自
力
優
勝
の
可
能
性
も
見
せ
る

な
ど
、
頂
点
に
近
づ
く
こ
と
が
で

き
た
の
も
事
実
。
２
０
１
５
年
は

リ
ー
グ
全
試
合
で
先
発
出
場
を
続

け
た
佐
伯
選
手
も
、「
一
試
合
一

試
合
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
個
人

と
し
て
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
も
成

長
で
き
た
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
と
思

う
」
と
、
来
季
に
つ
な
が
る
手
応

え
を
感
じ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
上
を
目
指
し
、こ
れ
か

ら
も
戦
い
続
け
ま
す
。
２
０
１
６

年
も
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ

ィ
ー
ス
に
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
の
試
合
日

程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
定
次

第
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

レ
デ
ィ
ー
ス
（
女
子
）
10
位�

全
日
程

�

終
了
】

　

プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
部
に

所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ

ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
（
以
下
、Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）

は
11
月
３
日
（
火
）
に
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ

神
奈
川
相
模
原
と
対
戦
し
ま
し
た
。
最

終
節
を
勝
ち
で
締
め
く
く
り
た
い
Ｊ
Ｓ

Ｃ
Ｌ
で
す
が
、
試
合
開
始
直
後
か
ら
押

し
込
ま
れ
る
苦
し
い
展
開
が
続
き
ま
す
。

主
導
権
を
握
ら
れ
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
前
半

で
３
失
点
を
喫
し
て
し
ま
い
０
‐
３
で

折
り
返
し
ま
す
。
後
半
何
と
か
巻
き
返

し
た
い
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
序
盤
か
ら
攻
勢
を

強
め
ま
す
が
、
流
れ
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
ず
失
点
を
重
ね
、
０
‐
７
で
敗
れ
、

最
終
節
を
勝
利
で
飾
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

来
シ
ー
ズ
ン
は
一
つ
リ
ー
グ
が
降
格

し
、
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
で

の
戦
い
に
な
り
ま
す
が
、
１
年
で
の
昇

格
を
目
指
し
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。
引
き
続
き
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
J
Ｓ
Ｃ
Ｌ　
第
37
回
皇
后
杯

�

全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
】

　

Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
11
月
８
日
（
日
）
に
テ

ク
ノ
ポ
ー
ト
福
井
ス
タ
ジ
ア
ム
で
静
岡

県
代
表
の
常
葉
学
園
橘
高
校
と
対
戦
し

ま
し
た
。
立
ち
上
が
り
に
押
し
込
ま
れ

る
も
の
の
粘
り
強
い
守
備
で
得
点
を
許

さ
ず
、
前
半
を
０
‐
０
で
折
り
返
し
ま

す
。
先
制
点
が
欲
し
い
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
後

半
開
始
早
々
で
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み
ま
す
。

後
半
２
分
、
左
サ
イ
ド
深
く
ま
で
切
り

込
ん
だ
佐
野
選
手
の
パ
ス
を
坂
口
選
手

が
右
足
で
ゴ
ー
ル
に
流
し
込
み
先
制
点

を
奪
い
ま
す
。
そ
の
後
常
葉
学
園
橘
に

押
し
込
ま
れ
ま
す
が
前
半
同
様
に
粘
り

強
い
守
備
を
見
せ
、
失
点
を
許
さ
ず
チ

ー
ム
史
上
初
と
な
る
１
回
戦
を
突
破
し

ま
し
た
。

　

１
回
戦
を
突
破
し
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
11

月
14
日
（
土
）
に
南
長
野
運
動
公
園
総

合
球
技
場
で
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー

ス
と
対
戦
し
ま
し
た
。
プ
レ
ナ
ス
な
で

し
こ
リ
ー
グ
１
部
に
所
属
す
る
格
上
の

ク
ラ
ブ
と
の
対
戦
で
し
た
が
、
Ｇ
Ｋ
の

濵
田
選
手
を
中
心
に
、
１
回
戦
で
見
せ

た
粘
り
強
い
守
備
を
こ
の
試
合
で
も
見

せ
前
半
を
０
‐
０
で
折
り
返
し
ま
す
。

先
制
点
を
奪
い
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で

試
合
を
進
め
た
い
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
で
し
た
が
、

後
半
開
始
早
々
に
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
か
ら

失
点
し
て
し
ま
い
追
い
か
け
る
展
開
に

な
り
ま
す
。
な
ん
と
か
同
点
に
追
い
つ

き
た
い
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
は
攻
勢
を
強
め
ま
す

が
そ
の
後
２
失
点
し
て
し
ま
い
０
‐
３

で
敗
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
史
上
初
と
な

る
１
回
戦
突
破
を
果
た
し
た
も
の
の
悔

し
い
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
試
合
を
以
て
２
０
１
５
シ
ー
ズ

ン
の
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
試
合
が
全
て
終
了
し

ま
し
た
。
１
年
間
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
も
引
き
続
き
熱

い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営

�

～
カ
ッ
プ
ス
通
信
～
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ホ

ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
ペ
ー
ジ
に
て
Ｊ
Ｓ
Ｃ
・
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
試
合
情
報

や
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、

試
合
速
報
、
試
合
に
関
す
る
情
報
な
ど

を
随
時
更
新
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

【お申し込み・お問合わせ先】
〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
ジャッピーTwitter：@jyappi

JAPANサッカーカレッジ
ホームゲーム運営

Facebook～カップス通信～

▲相手選手と競り合う佐伯選手。
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み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
11月の乳児健診から

髙口 蒼
あお

翔
と

 ちゃん

増子 詠
えい

音
と

 ちゃん

鈴木 葉
は な

夏 ちゃん

曽根 なごみ ちゃん

渡邉 琉
りゅうせい

惺 ちゃん

中山 羽
は な

菜 ちゃん

渡邊 瀬
せ あ

逢 ちゃん

柿本 菜
な

月
つき

 ちゃん

宮野 渚
なぎさ

 ちゃん

中村 心
この

花
か

 ちゃん

肥田野 蒼
そう

士
し

 ちゃん

丹後 榛
はるとし

俊 ちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

★減塩のコツは「ちょっとずつ」

　食事で摂る塩分量には、調味料の使い方、外食のメニュー、食
品の種類などが影響します。食べ方、つくり方、選び方の 3つ
でそれぞれ少しずつ減塩していきましょう。ただ、好きなものを
我慢したり、極端な減塩に走るなど、あまり無理をするとストレ
スがたまって長続きしないので、減塩のコツを覚えて、上手に付
き合っていきませんか。
　例えば、外食は一般的に味付けが濃く塩分オーバーになりがち
ですが、なるべく野菜の多いメニューを注文したり、量を控えた
り。ラーメンなどの麺類はスープを残す工夫をしましょう。また、
量を決めて食べ過ぎなければ、漬物だってOK。他にもちょっと
した心がけで、塩分量を減らすことはできます。減塩のポイント
を参考にし、できることから取り組んでみてください。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎ 27-6511

減塩特集第３弾

≪減塩のポイント≫

⑥「食塩相当量」を
　確認して購入する

食品成分表
エネルギー ○○kcal

たんぱく質 ○○g

脂質 ○○g

食塩相当量 ■■g ☜

①めん類の汁は
　飲み干さない

②しょうゆはかけずに
　「つける」

③「旬」の
　食材を選ぶ

④漬物は少量に
　してできれば
　浅づけにする

⑤加工食品・インス
　タント食品の見え
　ない塩に注意する

⑦汁物は天然だしで
　具沢山にする

⑧減塩商品を
　上手に使う

⑨酸味や香辛料を使う
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み ん な の ひ ろ ば

M.Mさん 10歳 あっきーさん 5歳りんごさん 9歳

はなおさん 4歳

アリスさん 10歳

かえでさん 3歳

ちーちゃんさん 9歳

宮下和
わ こ

琴さん 4歳

ちなつさん 9歳

マカプゥさん 10歳

わたなべりんかさん 6歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄
い
も
の

は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）
住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ

い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム

『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。）

　

１
カ
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

　平成 27 年 11 月 29 日（日）、新

発田市生涯学習センターで行われ

た人権標語の表彰式で、山倉小学

校５年の肥田野歌
か

音
のん

さん、同校６

年の増子啓
けい

太
た

さん、小山凜
りん

さんが

表彰を受けました。

　この表彰は、新潟地方法務局新

発田支局管内（聖籠町、新発田市、

胎内市）の人権擁護委員で構成さ

れる新発田人権擁護委員協議会主

催で行われました。

　みんなで笑顔を増やして楽しい

社会を作りましょう。

　肥田野さん、増子さん、小山さ

ん、受彰おめでとうございます。

認め合い、支え合う社会へ
� 人権標語で山倉小生徒が表彰を受けました

ネ
ッ
ト
で
ね

　

悪
口
書
く
と　

犯
罪
だ

　
　
　
　

山
倉
小
学
校
６
年

�

小
山　

凜り
ん　

「
や
め
よ
う
」

　

言
え
た
自
分
に　

金
メ
ダ
ル

　
　
　
　

山
倉
小
学
校
６
年

�

増
子　

啓け
い

太た　

い
じ
め
は
ね

　

人
の
心
に　

と
げ
を
さ
す

　
　
　
　

山
倉
小
学
校
５
年

�

肥
田
野　

歌か

音の
ん　
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第46回  新潟県 ジュニア美術 展覧会入賞作品

奨励賞

長谷川 魁
かい

飛
と

さん
山倉小学校３年

奨励賞

浮須 くるみさん
蓮野小学校５年

奨励賞

福田 遥
はる

己
き

さん
山倉小学校３年

奨励賞

平山 陽
はる

菜
な

さん
亀代小学校４年

奨励賞

髙橋 綾
あや

夏
か

さん
亀代小学校５年

奨励賞

高橋 咲
さく

良
ら

さん
聖籠中学校２年

奨励賞

肥田野 美
み

菜
な

さん
蓮野小学校５年

奨励賞

阿部 椋
りょう

さん
山倉小学校３年

奨励賞

中野 七
なな

芭
は

さん
亀代小学校４年

奨励賞

玉木 奏
そう

來
ら

さん
亀代小学校３年

奨励賞

折居 奈
な

々
な

さん
山倉小学校２年

優秀賞

石井 天
てん

悠
ゆう

さん
蓮野小学校５年

　子どもたちの美の祭典「第
46 回新潟県ジュニア美術展覧
会」（主催：新潟日報社、県教
育委員会など）に入賞した町
の小中学生 13 名（蓮野小 4 年 
貝沼凛

り

乃
の

さんの作品は表紙に掲
載）の作品をご紹介します。
　大切な校舎、友人や家族との
楽しい思い出、のびやかに描か
れたユニークな空想の世界な
ど、豊かな感性で描かれた作品
は見る者を惹きつけます。

巡 回 展
　1 月 14 日㈭～ 19 日㈫
　　柏崎市ソフィアセンター
　1 月 23 日㈯～ 2 月 3 日㈬
　　県立近代美術館（長岡市）
　2 月 10 日㈬～ 15 日㈪
　　上越市市民プラザ



自衛隊の迫力ある演奏を

間近で傾聴

　自衛隊ふれあいコンサート
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　平成 27 年 12 月 13 日（日）、町文化会館で航空自衛隊中
部航空音楽隊による「聖籠町ふれあいコンサート」が町主
催、町自衛隊協力会および町自衛隊父兄会共催により行わ
れ、約 650 名が来場しました。
　自衛隊音楽隊による演奏会は今回で８回目。コンサート
は２部構成で行われ、第１部前半は、３等空佐 佐藤義

よし

政
まさ

指揮者のもと、緩急豊かで迫力のある演奏を、後半は聖籠
中吹奏楽部と息の合った合同演奏を披露しました。
　第２部では、２等空尉 豊浦裕

ゆう

基
き

指揮者のもと、クリス
マスにちなんだ曲などを披露。
　第２部終了後、止まない拍手の中始まったアンコールで
は、行進曲を含む２曲を演奏し、会場に集まった皆さんは
音楽隊の奏でる楽曲に聞き入っていました。

①　中部航空音楽隊委嘱曲「クラリネット協奏曲〜黒豹の風〜」の演奏
の様子。

②　聖籠中学校吹奏楽部との合同演奏の様子。厚みのある演奏となり、
合同演奏後、会場は大きな拍手で包まれました。

　平成 27 年 12 月 13 日（日）、聖籠野球場
で読売巨人軍の加藤健

けん

選手・長
ちょうの

野久
ひさ

義
よし

選手
による少年野球教室が開催されました。
　加藤健

けん

選手を応援する会（会長：渡邊町
長）の主催で、昨年に引き続き行われたこ
の教室。聖籠中野球部 31 人と町の少年野
球チームに所属する小学生 54 人が参加し、
プロの手ほどきを受けました。
　加藤選手は、「この中からプロ野球選手
が誕生したらうれしい。」と語り、長野選
手とともに小中学生に熱心に指導をしま
した。

③　加藤選手が小学生とともにベースランニング。
④　長野選手が小学生にバッティングを指導。
⑤　中学生に体の使い方を教える加藤選手。「常に
自分で足りない部分を意識するのが大事」と中学
生に語りました。

⑥　中学生からの「ホームランを打ったときの気持
ちは？」という質問に、長野選手は「負けてる場
面の逆転打はうれしい」と答えました。

①

②

④

③

⑤

⑥

地元の英雄 加藤 健
けん

選手と

長
ちょうの

野 久
ひさ

義
よし

 選手が

小中学生に技術を伝授


